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審   査   の   要   旨 
 
 本研究はトウモロコシ生産の発展に地理情報科学によって貢献することを目的として、土地の適合性分析、
UAVを用いた低高度リモートセンシングによる成長モニタリングと収量予測、それらの成果のWeb GIS技術によ
る共有をそれぞれ試み、それぞれの技法の成果の検証と、それらを組み合わせた一連の方法としての有用性の
提示を行っている。それら個々の技法についての先行研究は多いが、それらを組み合わせることによってより
実証的かつ具体的に、農業生産に貢献しうることを示す試みには先行例が少なく、地理情報科学の社会的有用
性の拡張に貢献する点で高く評価できる。UAVによるモニタリングにおいて従来の成果より強い相関での草丈
予測やバイオマス推定を実現した点にも新たな貢献を認めることができる。また、地理情報科学の単純な応用
の試みではなく、農民の社会経済的水準、トウモロコシ栽培に対する認識、新たな農業知識・技術への関心や
その採用可能性といった、地域の農業を担う農民の態度についての知見に立って技術の有用性を捉えている点
は、地理情報科学の発展における人間の主体的側面の重要性を示しており、その点においても評価できる。著
者の方法論は地域や作物を問わず様々な貢献をなしうると期待できる。 
 
 
 令和２年２月４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
